








ゆれたら 揺れたら、まず、自分の身を守りましょう。
長い揺れや強い揺れの後には必ず津波が来ると思ってください。

とにかく
揺れがおさまったら（動けるようになったら）津波警報や津波注意
報の発表を待たず、身一つで。
　メガネ、薬、携帯ラジオ、懐中電灯など避難するのに必要なものは、
日頃からすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

急いで

決められた避難場所へ早く避難しましょう。
　不慣れな土地などで避難場所がわからない場合は、高台やビルな
ど高いところへ上がりましょう。状況によってはさらに高いところ
に避難しましょう。
　原則、車を使わず急いで逃げてください。

津波警報等が
解除されるまで

　津波は繰り返し襲ってきます。安全なところに避難したら、津波
警報などが解除されるのをラジオなどで確認してください。警報等
が解除され安全が確認できるまで絶対に戻らないでください。
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家
族
の
連
絡
先

名　　　前 仕事場・学校など 電話番号 血液型

家族との連絡・集合場所 所在場所（住所など） 電話番号

連絡先 電話番号 その他

学　　　校

地元警察署 110（ダイレクト）

地元消防署 119（ダイレクト）

（　　　　　　　　）病院




